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2013 年度大規模計算機システム利用による研究成果、論文一覧 

 

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2013 年 4 月から 2014 年 3 月までに得られ

た研究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。 
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第 19 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2013)報告および 

第 20 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2014)告知 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  降籏 大介 

 

 

1. 世界的にもユニークな「電脳甲子園」 

  昨年 2013 年 8 月 19 日から 23 日までの 5 日間に

わたって、 高校生･高専生を対象とする「スーパー

コンピューティングコンテスト(SuperCon2013)」が

開催されました。 このコンテストは、 2 名又は 3

名を 1 チームとする高校生･高専生の参加者たちが、

与えられた課題を解くプログラムを 3 日間に渡って

作成し、 最終日にスーパーコンピュータで実行して、

解答の正確さや計算の速さを競うもので、 そのレ

ベルの高さから、 別名「電脳甲子園」とも呼ばれて

います。 過去の出場者が大学進学後に国際大学対抗

プログラミングコンテストで活躍するなど、 次世代

の情報科学を担う若手育成にも貢献しており、 2008

年度の文部科学大臣賞も受賞しています。  

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学 (東工大 )学術国際情報センター (Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006 年の第 12 回からは大阪大

学(阪大)(Cybemedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。 予選に参加したチームの中から、富士川以東

50Hz 地域からは 10 チームが、 60Hz 地域からはや

はり 10 チームが参加します。 2013 年もそうでした

が、東工大と阪大の二つの会場で同時に開催した年

は、wiki やポリコムなどで相互に交流し、 開会式･

表彰式などもポリコムを使って二元中継で行ってき

ました。 このコンテストは 5 日間にも渡る合宿型

で、 実際にスーパーコンピュータを高校生･高専生

が使うことができるという、 世界的にも大変ユニー

クなものです。 原則として毎年交互に両大学のスー

パーコンピュータを使います。 2007, 2011 年は阪大 

CMC の SX-8R が、 2009 年は SX-9 が使われまし

た。 やや原則から外れますが 2013年は東工大GSIC 

の Tsubame 2.0 が使われ、GPU(Graphics Processing 

Unit)による超並列計算が有効な問題が出題されま

した。 

2 予選 

  2013 年の予選課題は 6 月 3 日に下記の SuperCon 

web に公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6 月 21 日正午までにプログラムを

含む必要書類を添付してメールで申し込んでもらい

ました。 2013 年は 39 チームが予選に参加し、本選

への選出は狭き門となりました。 予選問題は、 ス

ーパーコンピュータを使わなくても学校や家庭にあ

る普通のパソコンでも解けるような課題が出題され

ます。 例えば、 2013 年の予選課題はすごろくに模

した、多くの選択肢の中に指示された解があるかど

うかを判定する問題が出題されました。これも含め、

過去の予選課題、 本選課題は SuperCon web に全て

掲載されています。 また、 参加者が 2 名以上集ま

らない人のために、 希望者には「認定証」も発行し

ています。 予選課題を正確に解くプログラムが書け

たら、「スーパーコン 1 級」が認定されます。 問題

のレベルに応じて 2 級と 3 級もあります。 

3 本選 

  本選の初日は開会式で参加チームの紹介、 本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。 その後、 ス

ーパーコンピュータを利用するためのオリエンテー

ションと並列計算についての講義が行われ、 チーム

ごとに本選課題を解くためのプログラム設計に入り

ます。 そして、本選 2 日目から 4 日目の午前中まで

はチームごとにプログラムを作成します。 この間コ

ンテスト OB を含む大学生･大学院生がチューター

としてバグ取りなどを手伝います。 ただし、課題そ

のものに関する助言はしません。 最終日の成果発表

会、 表彰式の後には懇親会も行われます。 高校生･

高専生の参加者たちと、 両大学の教員、 学生チュ
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ーターたちが、 プログラミングや大学について語ら

う大切な時間となっています。  

4  SuperCon 2014 の告知 

  2014 年は 8 月 18 日から 22 日までの 5 日間での開

催を予定しています。 予選課題は 6 月 2 日に公表

予定で、 課題提出〆切は 6 月 21 日正午です。 使

用するスパコンは、2013 年と同じ東工大 GSIC のも

のですが、 機材はバージョンアップされた、より強

力な Tsubame 2.5 を利用する予定です。 本年は 

SuperCon の第 20 回という節目の年にあたりますの

で、参加者により喜んでいただけるよう様々な工夫

を凝らそうと関係者一同考えています。 本稿が皆様

のお目に触れるときには既にスケジュールが進行し

ているかもしれませんが、もしも可能ならばみなさ

まも周囲の高校生に SuperCon2014 というものがあ

り、大変に楽しい行事であることを呼びかけてくだ

さい。また、来年以降、すなわち SuperCon2015 以

降への参加、お申し込みをご検討頂ければ幸いです。 

5  Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ が

コンテストページです。 ぜひ一度ご覧ください。 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  降籏 大介 

 

 

1. 目的 

サイバーメディアセンターの関係者は、如何にし

たら導入している大規模計算機システムをユーザに

より有効活用してもらえるかを日々考えています。

その一環として、マニュアル等の充実、ユーザから

の質問をメールなどで受け付ける仕組みの構築、

FAQ の整備検討などを行っておりますが、その中で

も重要と位置づけているのが講習会です。講習会は

大規模システムの開発や管理などを行っている関係

者とユーザが直接やりとり出来る場でもあり、お互

いに大変貴重な機会のため、講習会講師だけでない

関係者も立ち会うことがしばしばです。その講習会

の内容としては、スーパーコンピュータの OS とし

ての Unix 環境についてのものやそのハードウェア

についての概要説明、また、ユーザにとって重要な

並列計算の概要から各種プログラミング技法の詳細

に至るまで、そして専門家用の特殊なソフトウェア

についてのものなど、ユーザの要望に沿ったものと

なっています。詳細については次ページに講習会の

リストが掲載されております。また、サイバーメデ

ィアセンター大規模計算機システムの web ではよ

り詳細について掲載をしておりますので、ぜひご閲

覧ください。 

 

2. 多忙な方も参加しやすく 

サイバーメディアセンターの講習会の特徴として、

原則として 年に 2 回、ほぼ同じ内容の講習会を開催

する点があげられます。毎年、6 月頃と 9 月頃に集

中的に開催しています。これは、学期始めや学期末

を外して欲しい、あまり年度の後ろ側だと学生の研

究開始に間に合わないなどのユーザの声を反映した

もので、なるべく多くのユーザが参加できるように

と工夫した結果です。また、講師を確保しにくい特

殊なソフトウェアの講習会については、東北大学と

協力してテレビ会議システムを用いることで講師を

確保し、講習会を開催しています。こうした努力の

せいか各講習会ともに一定数のユーザの参加をいた

だいており、ユーザの皆様に役立っていると考えて

います。 

 

3. 初学者に優しく 

毎年おおよそ 10 回以上の講習会を開催しており

ますが、そのうちの 3、4 回は初学者が対象の内容

のものです。具体的には、Unix の簡単な操作方法に

ついてや、スパコンハードウェアの概要説明、並列

計算の概念のみの説明などからなります。スパコン

を使うユーザというとこうした知識やプログラミン

グ技法について大変なプロフェッショナルばかりか

とよく思われがちですが、どなたにも「初めての時」

はあるものですし、細かい技術についてはマニュア

ルが有っても、基礎的な概念についてはどこにも記

載が無いということも珍しくないのです。サイバー

メディアセンターはこうした点を補い、より広い分

野・方面の方にユーザとしてシステムを使ってもら

うべく、常に初学者に優しくありたいと考えてこの

ような構成にしています。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、サイバーメディアセンターはプロフェ

ッショナルなユーザへの支援も怠らず、専門的な内

容についても講習会を行っています。並列計算のプ

ログラミング技法 MPI についての講習会や、IDL、 

AVS、Gaussian といった専門家用のソフトウェアの

講習会も行っています。一部の講習会は、大規模計

算機システムの開発そのものを行っている会社から

技術者を講師として招き、非常に微細な部分に至る

まで技術的な話を聞くことが出来る機会としていま

す。 
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5. ぜひフィードバックを 

このように、様々な工夫と努力のうえに行われて

いる講習会ですが、大規模計算機システムのユーザ

の使い方は日々変わっていくものですから、講習会

もそれにあわせて変化、進歩していく必要がありま

す。 

しかし、それにはユーザの方々の意見がなにより重

要です。そのフィードバックの先に、より良い講習

会の実現が有ります。ユーザの皆様におかれまして

は、遠慮をせずに、いつでも構いませんので、講習

会についての要望をぜひサイバーメディアセンター

までお聞かせください。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 6月3日 サイバーメディアセンター教員
サイバーメディアセンター
吹田本館 2階 小会議室

スーパーコンピュータ概要 と
スーパーコンピュータ利用入門

6月9日
サイバーメディアセンター教員
レーザー研 技術専門職員
情報基盤課 職員

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階 第2教室

スーパーコンピュータと
並列コンピュータの高速化技法の基礎

6月17日 日本電気(株)
サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階 第2教室

MPIプログラミング入門 6月24日 日本電気(株)
サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階 第2教室

HPFプログラミング入門 6月26日 日本電気(株)
サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階 第2教室

IDL 利用入門 6月10日 Exelis VIS(株)
サイバーメディアセンター
吹田本館 2階 小会議室

AVS可視化処理入門 9月16日 サイバネットシステム(株) 未定

AVS可視化処理応用 9月17日 サイバネットシステム(株) 未定

並列計算入門
9月頃

開催予定
サイバーメディアセンター教員 未定

スーパーコンピュータ概要 と
スーパーコンピュータ利用入門

12月～2月
開催予定

サイバーメディアセンター教員
レーザー研 技術専門職員
情報基盤課 職員

サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟

スーパーコンピュータと
並列コンピュータの高速化技法の基礎

12月～2月
開催予定

日本電気(株)
サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟

MPIプログラミング入門
12月～2月
開催予定

日本電気(株)
サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟

HPFプログラミング入門
12月～2月
開催予定

日本電気(株)
サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟

Gaussian講習会 8月頃予定 東北大学
サイバーメディアセンター
吹田本館 2階 小会議室

講習会名 開催日時 開催機関 受講場所

2014年度大規模計算機システム利用講習会

講習会名 開催日時 講師 開催場所

テレビ会議システムによる講習会
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2013 年度大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

１． 所属等についてお教えください。 

所属： 

 

 

 

講習会名 大阪大学
その他の

大学・機関
無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

16 2 0 18

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

7 1 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

13 1 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

3 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

9 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

2 0 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

1 3 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

2 4 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

3 1 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

2 1 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

3 3 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

1 3 0 4

合計： 62 19 1 82
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職種： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講習会名 教員 技術職員 事務職員 大学院生 学部学生 研究生 研究員 その他 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

2 0 0 6 8 0 2 0 0 18

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

0 0 0 1 4 1 2 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

0 0 0 8 3 2 1 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 0 0 1 0 1 1 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

0 0 0 5 2 0 2 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

1 0 0 2 0 0 0 1 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

1 0 0 3 0 0 1 1 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 0 0 3 0 0 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 0 0 2 0 0 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

2 0 0 3 1 0 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

2 0 0 2 0 0 0 0 0 4

合計： 10 0 0 38 18 4 9 2 1 82
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２． 今回の講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 

 

 

 

  

講習会名
CMCホーム

ページ
メーリング

リスト
学内掲示板

（ICHO)
学内掲示板

（KOAN)
教員から 知人から SNSから その他 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

2 5 0 2 9 0 - 1 0 19

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

0 1 0 0 7 0 - 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

2 1 0 1 9 1 - 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 1 0 1 1 0 - 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

2 3 0 0 5 0 - 0 0 10

「Gaussian入門」
2013/8/9

1 0 0 0 0 0 - 1 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

2 5 0 0 0 2 0 0 0 9

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 1 0 0 1 1 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 1 0 0 0 1 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

5 0 0 0 1 0 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

合計： 22 21 0 4 33 5 0 2 0 87

－ 80 －



３． 今回の講習会に参加した理由を教えてください。 

2013/6/3(月) 「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 

 

2013/6/10(月) 「MPI プログラミング入門」 

 

 

 

 

 

大学院生
研究室で数値計算をするノウハウを持った人があまりいなかったことと、単純に興味を持っ
たため

大学院生 スパコンを利用したいため

研究員
サイバーメディアセンターの計算機（特にスーパーコンピュータ）の使い方を知りたかった
から

大学院生 スーパーコンピュータ、並列化に関する基礎知識を習得するため

大学院生 今後、スーパーコンピュータを使ってシミュレーションをしてみたいと考えているため

研究員 今後、スパコンを使用する予定があるため

学部学生
研究でスパコンを使わせていただくので、使用方法及びスパコンについての知識を学ぶ
ために参加しました

学部学生 研究でスパコンを利用するかもしれないから

学部学生 パソコンの知識を得たかったから

学部学生 今後、研究で利用する可能性があるため

学部学生 研究において数値解析をする際にスーパーコンピュータを利用する可能性があるため

大学院生 計算機の知識が研究に必要だから

学部学生 大規模計算機システムを研究で使うため

学部学生 大規模計算機システムについて詳しく知りたいから

学部学生 今後の研究に大規模計算機システムを利用しようと考えているから

職名 コメント

教員 今後研究での利用を予定しているため

教員 スパコンの研究利用を考えているため

研究生 研究で必要だから

研究員
私は理論物理（方程式を立てる）が主な仕事ですが、自前の方程式の数値計算を外注
するのは、待っている間落ち着かないので自力でグラフを作る所まで至るため

大学院生 CMCの計算機について理解を深めるため

学部学生 プログラムの並列化に関して興味があったから

研究員 近日中に並列化をする予定

学部学生 今後の研究に役立つと思うので

職名 コメント

学部学生 研究で並列プログラミングをする必要があるので

学部学生 研究で使う必要があるため
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2013/6/11(火) 「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 

 

2013/6/21(金) 「IDL 利用入門」 

 

2013/6/27(木) 「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 

 

 

 

 

大学院生 研究で数値計算をしており、興味があったから

大学院生 ベクトル機利用のため

大学院生 スパコンを使うため

学部学生 今後の研究での計算で、大規模計算機を使うことが不可欠だったから

学部学生 今後の研究に必要になるかもしれないため

大学院生 使っていることについて詳しく知りたかったから

大学院生 自作プログラムの計算コストが大きいので、並列化を考えていたから

大学院生 スパコンを使用したかったため

学部学生 研究で並列計算や、スパコンを使う可能性があるので

研究生 近日中にスパコンかPCクラスタを使う予定があるため

研究員 MPIとともに大規模計算の予定なので

研究生 研究で必要だから

職名 コメント

大学院生 研究のため

大学院生 興味があった

大学院生 医療の技術に適用したいと思ったため

職名 コメント

研究員
コンターマップを描く事が多いため。大量のデータを解析するため、自分で解析プログラ
ムを組みたいため

研究生 先生からのご指示です

学部学生 並列プログラミングをする必要があるかもしれないので

学部学生 今後の研究に役立つと思ったから

大学院生 先生の勧めによる

大学院生 教員から勧められたため

大学院生 今後の研究に必要になると考えたため

研究員 並列計算に興味があるため

大学院生 並列プログラミングを研究で使う予定があるので

大学院生 教授から勧められたため

職名 コメント

研究員 復習のため
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2013/8/9(金) 「Gaussian 入門」 

 

2013/9/3(火) 「並列計算入門」 

 

2013/9/10(火) 「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 

 

2013/9/11(水) 「AVS 可視化処理入門」 

 

2013/9/12(木) 「AVS 可視化処理応用」 

 

 

 

 

 

 

大学院生
今後、Gaussianを使用する予定があるので、Gaussianとはどのような事ができるのかを知
るため

大学院生 Gaussianを使うつもりなので、その手助けになれば良いと思って

職名 コメント

職名 コメント

大学院生 研究でMPIを使用する上で、並列計算に関する知識があっても良いと思ったから

教員 並列計算を始めたい。阪大の並列計算機システムを知りたい

その他
FX10でのMD計算SWの講習会に参加した事から、並列化をもう少し詳しく知りたくなった
ため

大学院生
並列化の全体の話に興味があった。研究室でスパコンを使ってはいたが、全体像がわ
かっていなかった

職名 コメント

大学院生 自分の研究に生かせるかもしれないので、使い方を学びたいため

大学院生
現在、大規模計算機システムを使用して研究を行っているが、
今後引き続き研究を続けるにあたって、基本的な知識を持っていた方が便利であるため

教員 大規模計算機システムを利用するため

研究員 スーパーコンピュータの利用法についてしりたかったため

大学院生 今後、研究でスーパーコンピュータを用いる可能性があるため

NPO理事
大阪大学のスーパーコンピュータ(PCクラスタ)を利用したことがあり、HPCIでの並列コン
ピューティングについて知識を得るため

職名 コメント

教員 AVS/Expressの使い方を勉強したいため

大学院生 興味があるため

大学院生 大阪大学の大規模計算機システムを利用しているため必要になると思ったので

大学院生 研究でAVSを使っているため

職名 コメント

教員 AVS/Expressの使い方を勉強するため

大学院生 AVSを利用する機会が今後増えそうだったため

－ 82 － － 83 －



2013/9/18(水) 「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 

 

2013/9/19(木) 「MPI プログラミング入門」 

 

 

 

４． 今回の講習会の開催日は適当でしたか。 

 

職名 コメント

大学院生 スーパーコンピュータと並列計算に興味があったため

教員 標題の技法の基礎を勉強したいため

大学院生 今後の研究に役立てるため

学部学生 研究に利用するため

教員 MPIの講習会と合わせて、自作プログラムの高速化法を勉強するため

職名 コメント

教員 複数ノードを使用するためにはMPIが必要であるため

教員 標題の入門技法を身につけるため

大学院生 今後の研究に役立てるため

講習会名 適当 不適当 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

17 0 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

8 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

14 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

3 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

9 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

1 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

4 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

6 0 6

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

4 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

3 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

6 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

4 0 4

合計： 79 1 80

－ 84 －



 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 
 
 

５． 今回の講習会の時間は適当でしたか。 

 

選択 職名 コメント

適当 大学院生
学会の前と後を除く月が良いです（×：2～4月、7～10月）
6月と11月ぐらいが良い気がします

選択 職名 コメント

不適当 大学院生 阪大の連絡バスがある時期が良かった

講習会名 ちょうど良い 長い 短い 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

11 6 0 0 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

7 1 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

12 2 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

3 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

9 0 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

2 0 0 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

4 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

4 2 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

4 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

3 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

6 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

4 0 0 0 4

合計： 69 11 0 1 81

－ 84 － － 85 －



 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「IDL 利用入門」 2013/6/21(金) 

 

 

 

 

 

 

長い 大学院生
京の説明が少し長く、先にある程度実習した上で聞いた方が実感を持
ちやすかった

長い 大学院生
午前中の説明が長すぎました。逆にHadoopとかの説明が無かったの
が悲しいです。今、流行りのビッグデータの概要だけでも知りたかった
です

ちょうど良い 大学院生 スパコンの現状や、プログラミングの流れをとらえられたから

ちょうど良い 大学院生 休憩と講習の時間バランスが良く、終始集中して臨めたため

選択 職名 コメント

長い 教員 UNIXの説明は30分くらいで済みそう

ちょうど良い 大学院生 座学と演習（実習）がちょうど良い配分で、飽きなかった

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究生 1日で一通りの基礎を学ぶことができた

長い 大学院生 説明が長かった気がしました。もっと演習したかったです

ちょうど良い 大学院生 丁寧でわかりやすかった

ちょうど良い 大学院生 十分時間がとれた

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究員 忙しい先生等は、時間が取りにくいかもしれないです

ちょうど良い 大学院生 内容も面白く、演習も適度にあるため、眠たくならずにすみました

選択 職名 コメント

－ 86 －



「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 

「並列計算入門」 2013/9/3(火) 

 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/9/10(火)  

 

「MPI プログラミング入門」 2013/9/19(木) 

 

 

６． 会場の大きさ、場所は適当でしたか。 

 

ちょうど良い 大学院生 途中、休憩をはさむなどの配慮で、集中して聴講できた

ちょうど良い 大学院生 内容的にも、初心者にも、ちょうど良い程度だと思ったので

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究員 内容に対して、適当な長さだと感じた

教員 疲れていないからちょうど良い

選択 コメント

大学院生 座学のみの講習会としては適切だから

職名

ちょうど良い

長い 午前中の計算機システムの紹介は、もっと手短にして欲しい大学院生

選択 コメント職名

ちょうど良い 内容の説明や、演習問題のために十分な時間を取っていたと思うため

選択 コメント職名

大学院生

講習会名 適当 不適当 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

16 0 0 16

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

8 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

14 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

3 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

9 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

2 0 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

4 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

6 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

4 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

3 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

5 1 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

4 0 0 4

合計： 78 1 1 80

－ 86 － － 87 －



 

 

 

７． 今回の講習会の内容はどうでしたか。 

 

 

講習会名 難しい やや難しい ちょうど良い やや易しい 易しい 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

0 3 10 2 2 0 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

0 3 5 0 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

1 3 9 1 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 1 2 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

0 1 3 5 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 1 0 0 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

0 0 3 0 1 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

0 0 6 0 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

0 1 0 3 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

0 0 3 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

0 1 5 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

0 1 3 0 0 0 4

合計： 1 14 50 11 3 2 81

－ 88 －



 

 

 

８． 今回の講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 

 

講習会名 非常に満足 やや満足 ちょうど良い やや不満 非常に不満 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

0 5 11 1 0 0 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 1 5 0 0 0 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

1 3 10 0 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

2 1 0 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

1 3 5 0 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 1 1 0 0 2

「並列計算入門」
2013/9/3

0 1 3 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

1 1 4 0 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 1 2 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 0 2 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

0 1 5 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

2 2 0 0 0 0 4

合計： 11 19 48 2 0 1 81

－ 88 － － 89 －



 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 

「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 

 

 

やや満足 大学院生 午後の演習には満足でした。もう少し課題をやりたかったのですが。

やや不満 研究員
UNIXの基礎については、別の機会でよかったように思います。
（スーパーコンピュータに直接関係ないので）

選択 職名 コメント

ちょうど良い 教員 PCC、SX8、SX9をどう使い分けるか

ちょうど良い 研究員 物理問題を具体的に取り扱ってもらえると、気合が入ります

ちょうど良い 大学院生
1度で良いから、SX-9の全ノードを使ってMPI並列でどれだけ速くなる
か体験してみたい

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究生 さらに高度な内容へつながる例題があれば更に良かった

ちょうど良い 研究員 具体的な物理モデルの計算例が欲しかった

やや満足 大学院生 OpenMPについてもっと聞きたかった

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究生
PCクラスタとスパコンSXの使用目的による使い分けのようなことをもっと
知りたいと思いました

選択 職名 コメント

ちょうど良い 研究員
できれば実際のシミュレーション、例えば物理シミュレーションのどこに
並列化を使っているのかなども知りたい

選択 職名 コメント

やや不満 大学院生
もう少々実際の計算例を教えて欲しかった(実習で行うかもしれないけ
れども)

－ 90 －



「並列計算入門」 2013/9/3(火) 

 

 

 

９． 今回の講習会での講師の進め方はどうでしたか。 

 

 

選択 職名

やや満足 大学院生

コメント

MPIプログラミングの方法

講習会名 速い やや速すぎる 普通 やや遅すぎる 遅い 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

0 1 13 2 0 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

0 0 6 0 0 2 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

0 4 10 0 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 0 3 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

0 0 9 0 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 1 0 0 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

0 0 4 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

1 1 4 0 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

0 0 3 1 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

0 0 3 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

0 1 5 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

0 0 4 0 0 0 4

合計： 1 7 65 3 0 5 81

－ 90 － － 91 －



 

 

 

１０． 今回の講習会の満足度は？ 

 

 

講習会名
満足

（期待以上）
やや満足

（やや期待以上）
普通

やや不満
（やや期待はずれ）

不満
（期待はずれ）

無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

2 7 7 0 0 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 3 1 0 0 2 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

1 8 5 0 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

2 1 0 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

1 5 2 1 0 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 1 0 0 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

1 2 1 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

3 0 2 1 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 1 2 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 1 1 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

2 2 2 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

2 2 0 0 0 0 4

合計： 18 32 24 2 0 5 81

－ 92 －



 

 

 

１１． 今回の講習会の資料はどうでしたか。 

 

 

講習会名
非常に

わかりやすい
わかりやすい ちょうど良い わかりにくい

非常に
わかりづらい

無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

2 9 5 0 0 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

0 5 1 0 0 2 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

1 8 5 0 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

2 1 0 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

3 2 2 0 0 2 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 1 0 0 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

1 3 0 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

3 1 1 1 0 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 1 2 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 1 1 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

1 3 2 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

2 1 1 0 0 0 4

合計： 17 35 21 1 0 7 81

－ 92 － － 93 －



 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「IDL 利用入門」 2013/6/21(金) 

 

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 

選択 職名 コメント

わかりやすい 教員 エキストラ・ティプが良かった

非常にわかりやすい 学部学生
初心者向けの基礎から詳しく書かれていたので、わかりやす
かったです

非常にわかりやすい 学部学生 スライドがとても見やすかった

わかりやすい 大学院生
私は今までプログラミングをしたことがなかったので、その概要
をレクチャーしてくださって良かったから

わかりやすい 大学院生 スライドの内容に飛躍がなく、理解しやすかった

選択 職名 コメント

わかりやすい 学部学生 回答例があり、参考になった

わかりやすい 大学院生 基本的なMPIの概要について分かった気がする

選択 職名 コメント

非常にわかりやすい 大学院生 スライドだけ見ても理解できるようになっていた

ちょうど良い 研究生 説明の順番と一致していてわかりやすかった

わかりやすい 大学院生 図がたくさん載っていたので、わかりやすかった

選択 職名 コメント

非常にわかりやすい 大学院生 わかりやすかったので。問題もついていますし

非常にわかりやすい 大学院生 例え(Unixや並列化の説明)がとても分かりやすい

選択 職名 コメント

非常にわかりやすい 研究員 情報がオーバーフローするほど、押しつけられなかったため

回答なし 研究員 PowerPointのスライド資料も欲しかった

－ 94 －



「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 

「並列計算入門」 2013/9/3(火) 

 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/9/10(火) 

 

「AVS 可視化処理応用」 2013/9/12(木) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/9/18(水) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/9/19(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 職名 コメント

ちょうど良い 大学院生
基本事項から説明してもらい分かりやすかった。もう少し深く
話しても良かったとは思う

コメント

図などが多く掲載されていたから

絵、表が見やすく、わかりやすかった

画面の鮮明さ、フォントの良さ、内容のまとまり

選択 職名

わかりやすい 大学院生

わかりやすい 大学院生

非常にわかりやすい その他

わかりにくい 研究員

コメント

資料はわかりやすかったが、スクリーンに表示されているスラ
イドの文字が小さく見難かった

前半は専門用語が多過ぎて理解が困難だった。むしろその
用語の意味を教えて欲しかった

選択 職名

わかりやすい 大学院生

非常にわかりやすい 大学院生

選択 職名

UI部分の画像を含め、自分のデータに応用しやすい説明
だった

コメント

ちょうど良い 大学院生 網掛けが消えているのが少々気になった

選択 職名 コメント

非常にわかりやすい 大学院生

選択 職名 コメント

プログラムの記述例や付録による説明が豊富であったため

－ 94 － － 95 －



１２． 今回の講習会は皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

講習会名 大変役立つ 役立つ 役立たない わからない 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

4 10 0 2 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 3 0 1 2 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

4 10 0 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

1 2 0 0 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

1 7 0 1 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 1 0 0 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

2 2 0 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

2 3 0 1 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

1 3 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

1 2 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

3 3 0 0 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

3 1 0 0 0 4

合計： 24 47 0 5 5 81

－ 96 －



「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「IDL 利用入門」 2013/6/21(金) 

 

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 

「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 

 

具体的な計算方法をまだ習ってないので学部学生わからない

並列プログラミングへの導入として良かったと思う学部学生役立つ

コメント職名選択

現状では、使う予定はあまりありませんが、秋以降になったら、実際に
使う機会が必要になるかもしれないため

大学院生わからない

スパコンを使用する予定研究員大変役立つ

研究内容が計算時間の短縮化であるため大学院生役立つ

選択 職名 コメント

役立つ 研究員 多粒子系を扱うには、おそらく避けては通れないので

大変役立つ 大学院生 いつか大規模なシミュレーションをやろうと思っているため

選択 職名 コメント

大変役立つ 大学院生 ベクトル化が大変参考になった

役立つ 研究生 研究の効率が良くなると思う

大変役立つ 大学院生 今、研究室にあるプログラムに適用しようと思うため

役立つ 大学院生 ベクトル化率の確認や改善の方法が分かった

役立つ 大学院生 研究で数値計算を行うため（流体計算など）

役立つ 研究員 PCCユーザなので

選択 職名 コメント

役立つ 研究員 学んでいて、使えそうだと思える状況がいくつか思い浮かんだ

大変役立つ 大学院生 配列に適用しやすそうです

選択 職名 コメント

役立つ 大学院生
今後もし使う場合があるときの場合に、今から勉強しておくべきこと
(プログラミング、emacsなど)を実感できたから

わからない 大学院生 今後どのような研究を行うか分からないので

選択 職名 コメント

役立つ 大学院生 Gaussianの本を読むにあたって、必要な知識を得られたと思う

－ 96 － － 97 －



「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/9/10(火) 

 

「AVS 可視化処理入門」 2013/9/11(水) 

 

「AVS 可視化処理応用」 2013/9/12(木) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/9/18(水) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/9/19(木) 

 

 

１３． 他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 

 

選択 職名 コメント

大変役立つ 大学院生 現在、研究でスーパーコンピュータを利用しているため

選択 職名 コメント

役立つ 大学院生 Fortranのデータファイルを処理できるようになるため

選択 職名 コメント

大変役立つ 大学院生 現在使用しているParaviewよりも柔軟性があると思えるため

選択 職名 コメント

大変役立つ 大学院生 MPIを用いた並列計算コードのチューニングをこれから行うため

選択 職名 コメント

大変役立つ 大学院生 現在使用しているコードの改良に役立つ内容だったため

講習会名 ある ない 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

2 14 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 4 2 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

5 9 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 3 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

3 6 0 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 1 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

3 1 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

2 4 1 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

2 2 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

2 1 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

3 3 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

3 1 0 4

合計： 27 49 5 81

－ 98 －



 

 

 

 

１４． 問 13 で「ある」と回答された方へ。利用方法についてご記入ください。（複数回答可） 

 

講習会名 Fortran C/C++ 他の言語 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

0 2 0 15 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 0 0 6 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

5 0 0 9 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 0 0 3 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

1 2 0 6 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 0 2 2

「並列計算入門」
2013/9/3

2 0 0 0 2

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

1 0 0 6 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

2 1 0 1 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

2 1 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

2 1 0 0 3

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

2 1 0 1 4

合計： 19 8 0 49 76

－ 98 － － 99 －



 

 

 

 

１５． サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 

 

講習会名 利用している 利用したい 検討中 利用しない 無回答 合計

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/6/3

3 5 6 2 1 17

「MPIプログラミング入門」
2013/6/10

2 3 0 0 3 8

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/6/11

9 4 1 0 0 14

「IDL利用入門」
2013/6/21

0 1 1 1 0 3

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」
2013/6/27

3 3 1 1 1 9

「Gaussian入門」
2013/8/9

0 0 0 1 1 2

「並列計算入門」
2013/9/3

3 0 1 0 0 4

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」
2013/9/10

2 1 2 0 2 7

「AVS可視化処理入門」
2013/9/11

2 2 0 0 0 4

「AVS可視化処理応用」
2013/9/12

2 1 0 0 0 3

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」
2013/9/18

4 1 0 1 0 6

「MPIプログラミング入門」
2013/9/19

4 0 0 0 0 4

合計： 34 21 12 6 8 81

－ 100 －



 

 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 

「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 

 

 

 

 

 

選択 職名 コメント

利用したい 大学院生 利用したいと思っていますが、まだコードが追い付いていません

選択 職名 コメント

利用したい 学部学生 まだ学部生なので、申請できない

利用している 研究員 レーザー研所属なので

選択 職名 コメント

利用したい 学部学生 院生になったら使用できる予定

利用しない 大学院生
他の研究室でできるため必要ない
(研究室でできなくなれば利用するかもしれない)

選択 職名 コメント

－ 100 － － 101 －



１６． 大規模計算機システムで提供を希望するライブラリ、アプリケーション等ありましたらご記入ください。 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/6/10(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「スパコンに通じる並列プログラミングの基礎」 2013/6/27(木) 

 
「並列計算入門」 2013/9/3(火) 

 

「AVS 可視化処理入門」 2013/9/11(水) 

 

「AVS 可視化処理応用」 2013/9/12(木) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/9/18(水) 

 

「MPI プログラミング入門」 2013/9/19(木) 

 

職名 コメント

教員 ANSYS ls-dyna

教員 統計ソフト(R, STATA等）

職名 コメント

研究員
フルパッケージのGaussian。今のサイバーメディアセンターはGaussViewが無
いので

職名 コメント

研究生 自分のパソコンで、Mathematicaを使っているのですが、これは可能ですか？

研究員 Gaussianに対応したGaussView

大学院生 Linux向けの「Root」や「C++」にも対応していただきたい

職名 コメント

研究員
せっかくGaussianが導入されているので、GaussViewも導入してもらえると嬉し
い

職名 コメント

教員 J-OCTA(株式会社 JSOLが開発)

大学院生 OpenFOAMを実装して欲しい

職名 コメント

職名 コメント

大学院生 OpenFOAM 2.2.0とOpenFOAM-1.6.extの実装

職名 コメント

教員 J-OCTA

教員 J-OCTA

職名 コメント

－ 102 －



１７． その他、ご意見・ご要望があれば些細なことでも結構ですのでご記入ください。 

「スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門」 2013/6/3(月) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/6/11(火) 

 

「Gaussian 入門」 2013/8/9(金) 

 

「スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の基礎」 2013/9/18(水) 

 

職名 コメント

大学院生 Vi, emacs等のエディタの扱いで苦労したので、その説明は軽くして欲しかった。

研究員

C/C++使用者なので、FORTRAN中心に話が進むのは、なじみにくかった。しか
し、福田先生の話は一般性があり、分かりやすかったです。
＜質問＞スーパーコンピュータ用C++コンパイラ(sxc++)のC++言語仕様への対応
状況について知りたい。(パソコンのC++プログラムを移植する時、どう書き換えたら
よいか)

職名 コメント

大学院生 もう少し説明に抑揚を付けた話し方でお願いします

職名 コメント

大学院生
阪大だと声が凄く聞き取り難かった。カメラがあるのもよく分からなかった。実習もで
きたら良かったと思う。今回の説明だけで実際にGaussianを使えるかと問われると
不明。

職名 コメント

大学院生
普段はC言語でプログラムを作成しているため、C言語のコードがあれば、さらにあ
りがたいと思いました

－ 102 － － 103 －



2014 年度「HPCI(High Performance Computing Infrastructure)利用」の活動状況 

 

HPCI システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピ

ューティング（HPC）ユーザ層が全国の HPC リソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供する

ことを目的として構築され、2012 年 10 月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京

大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究

所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可

視化装置等といったシステムを、中立・公正で科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 

 

 

■大阪大学計算機資源を利用する採択課題一覧 

 平成 26 年度公募で採択された課題（利用期間平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月） 

 

利用枠 利用資源 研究課題名 
課題代表者 
所属機関 

京以外 
一般課題 

汎用コン 
クラスタ 

大規模数値シミュレーションで解き明かす超弦理論の物理 京都大学 

京以外 
一般課題 

汎用コン 
クラスタ 

超高強度レーザーによる多様な量子ビーム発生 
レーザー技術
総合研究所 

京以外 
一般課題 

SX-8R 
SX-9 

星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 九州大学 

京以外 
一般課題 

SX-9 光エネルギー利用デバイス設計の高精度化・最適化 
物質・材料 
研究機構 

京以外 
一般課題 

SX-ACE 
共変型非アファイン粘弾性に基づく界面活性剤添加における 
抵抗低減機構の解明 

東京工業大学

京以外 
一般課題 

SX-ACE 
量子モンテカルロ法による 
強相関２次元ディラック電子系の物性解明 

理化学研究所

京以外 
一般課題 

大規模可視化 
対応 PC クラスタ 

物質材料系の可視化駆動型サイエンスの HPC 活用研究 防衛大学校 

京以外 
産業利用課題 
（実証利用） 

SX-9 
SX-ACE 

南海トラフ巨大地震による長周期地震動評価 2 
（株）大林組
技術研究所 

京以外 
産業利用課題 
（実証利用） 

大規模可視化 
対応 PC クラスタ 

新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 京都大学 

京以外 
産業利用課題 
（実証利用） 

SX-ACE 粉体－流体連成解析によるボールミルの大規模シミュレーション 
住友電気工業
株式会社 
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2014 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 

 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業大学、

名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8 つの共同利

用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネットワーク型」共

同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、2010 年 4 月より本格的に活動を開始しました。 

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークなどの情報基

盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、学術情報、センサーネットワー

クからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、これまでに解

決や解明が極めて困難とされてきたいわゆるグランドチャレンジ的な問題について、学際的な共同利用・共

同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあり

ます。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これらの研究者

との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 

2014 年度の課題募集には合計 53 件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催された課題審査委員

会及び運営委員会にて審議され、34 件が採択されました。このうち 5 課題が大阪大学を利用することとなっ

ています。 

 

 

課題代表者 研究課題名 課題代表者 

所属機関 

利用大学 

萩田 克美 

 

大規模データ系の VR 可視化解析を効率化する多階層精

度圧縮数値記録(JHPCN-DF)の実用化研究 

防衛大学校 

 

北大、東北大、

名大、阪大 

萩田 克美 

 

High-end VR のシステム・コモディティ化の実証検証 防衛大学校 

 

東北大、名大、

阪大 

石川 清志 

 

次世代パワーデバイス実現に向けた大規模・大領域半導

体デバイスシミュレーションの研究 

半導体理工学

研究センター 

阪大 

森田 裕史 

 

フィラー充填系高分子材料の粗視化分子動力学解析の連

携型 HPC 活用研究 

産業技術総合

研究所 

北大、東北大、

東工大、名大、

阪大 

棟朝 雅晴 スパコンとインタークラウドの連携による大規模分散設

計探査フレームワークの構築 

北海道大学 北大、東北大、

阪大、九大 
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2014 年度大規模計算機システム利用相談員 
 

 

【利用相談員】 委嘱期間：平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日 

氏  名 所   属 職  名 

高木  達也 大阪大学大学院薬学研究科 教 授 

外川 浩章 大阪大学核物理研究センター 助 教 

福田 優子 大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 技術専門職員 

板野 智昭 関西大学システム理工学部 准教授 

藤   堅正 近畿大学理工学部 講 師 

松浦 史法 阿南工業高等専門学校機械工学科 准教授 

野崎 一徳 大阪大学歯学部附属病院 助教 

伊達  進 大阪大学サイバーメディアセンター 准教授 

降旗 大介 大阪大学サイバーメディアセンター 准教授 

吉野  元 大阪大学サイバーメディアセンター 准教授 
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2014 年度大規模計算機利用システム相談員 自己紹介 

 

高木
た か ぎ

 達也
た つ や

 

（大阪大学大学院薬学研究科 医療薬学専攻 教授） 

大阪大学大学院薬学研究科の高木達也と申します。よろしくお願い申し上げます。 

大型計算機システム利用相談員の前身であるプログラム相談員に就任させて頂いたのは、もう 30 年以上前

になると思います。当時、分子軌道法プログラム、Gaussian の実質上最古のバージョンになる Gaussian70 を

センターに移植するのに苦労していましたので、お声がかかったように記憶しています。その後継になるソ

フトの利用相談が、ここ 10 年ばかりの担当のほとんどです。Gaussian だけでなく、GAMESS や GROMACS

など、計算化学のソフトウェアも増えてきました。Gaussian の元々の作成者の J.A.Pople 先生は、（たぶん）

このプログラムの作成による量子化学の普及により、ノーベル化学賞を受賞しておられます。いかなる新規

かつ応用性の広い理論、手法も、一般に普及しなければ絵に描いた餅にすぎません。いえ、私は、新しい、

あるいは改良した理論、手法を普及させるのは、研究者の説明責任の一環だと考えています。 

以前、別の雑誌にも書いたことがあるのですが、計算化学で利用するモデルシステム（例えば、タンパク

質の分子動力学計算）は、何でもかんでも現実に近いモデルを構築するのがすべてだとは考えていません。

Alder 転移などは、現実と少し異なるモデルが発見してくれた現象です。理想モデルが、時として、驚くよう

な結果をもたらすことがあり、これが科学の発展につながっていくのだと、私は考えています。 

私たち利用相談員が、利用者の皆様の研究に関して、少しでもそのお役に立てるならば、望外の喜びです。 

 

外川
と が わ

 浩
ひろ

章
あき

 

（大阪大学核物理研究センター  助教） 

私は、原子核物理学の実験的な研究を行うために必要な、計算機とネットワークの整備・運用に長期間携

わってきたので、そのノウハウを活かして、スパコンの整備・運用を行っている。アルゴリズム等の深い相

談には対応できないが、中程度までの利用方法に関しては、広く浅く相談を受けられると思う。 

 

福田
ふ く だ

 優子
ゆ う こ

 

（大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 技術専門職員） 

大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの福田優子です。私は、研究室に配属された初めてシミュレ

ーションをする情報系以外の理系の大学生、大学院生の方などを近くでサポートしてきました。その経験と、

講習会などでいただいたみなさんの質問や、協力いただいたアンケートなどを生かして、「パソコン＆スーパ

ーコンピュータで計算するための基礎知識」という自習書にまとめたものを、以下の WEB で公開していま

す。 

http://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/cmp/text.html 

スーパーコンピュータは利用しないけど、パソコンは利用するという方のお役にもたてるようにと願って

作成しました。一度参照していただき、コメントや質問などをいただけたら大変ありがたいです。 

また、Fortran のよい入門書がないという私の要望に応えて、レーザー研の共同研究者である摂南大学の田

口先生が「Fortran スマートプログラミング（2013 年度版）」を提供してくださったので、それも公開してい
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ます。ぜひご活用ください。 

初心者の方は、大学にいる間に一度は講習会を受講されることを強くお勧めします。いくら教科書がよく

ても講義を聞かないと分からないのと同じですよね。サイバーメディアセンターの講習会や、プログラム相

談をぜひご利用ください。 

 

板野
い た の

 智
とも

昭
あき

 

（関西大学システム理工学部 物理・応用物理学科 准教授） 

大阪府出身で吹田市にある府立千里高校卒業後、駿台予備校での真黒な浪人生活を経て、晴れて京都大学

理学部に進学、高校で大好きになった物理学を修めました。趣味は旅と読書とサイクリングで、特に旅では

見知らぬ土地で友を作ることが好きです。研究に新しいアイデアをもたらすにも、旅とサイクリングによる

リフレッシュが効果的（すなわち仕事の一部）だと信じていますが、最近は雑務と子守に追われてなかなか

できておりません。  

さて、私の専門は流体物理で、研究と計算機は切っても切り離せない関係にあります。計算機環境は愛用

のラップトップにインストールした Linux で、これまでの研究時間の大半は愛用計算機の前で過ごしてきま

した。ただし最近は雑用が多く、机の前に座って時間をかけて一つの疑問について執念深く熟考するという

習慣が激減しています。これも時代の流れかとは思いますが、一生をかけて達成すべきような本当に大きな

意義のある身のある仕事にとりかかることが難しい、大変世知辛い世の中に周りの環境は変化しているよう

に感じます。こんなことを国全体を挙げてやっているのでは、現状維持でさえ難しい日本の国力が落ちるば

かりではないかと心配していますが、さりとて政治家に立候補しようとは思っていません。話は脱線しまし

た。実験等における学生指導などで最近は大型計算機の使用時間が減っていますが、皆さんのお役に立てれ

ばと思っています。 

 

藤
ふじ

 堅
けん

正
しょう

 

（近畿大学理工学部 電気電子工学科 講師） 

近畿大学の藤です。エネルギー材料（核燃料･原子炉材料）に関する実験系の研究室ですが、核燃料内部

の化学状態を検討するための多相化学平衡計算や、燃料被覆管の水蒸気酸化シミュレーションあるいは燃

料被覆材と核分裂生成物との固相反応の挙動解析に関する計算でサイバーメディアセンターのお世話にな

って居ります。 

また、電子エネルギーレベルの計算を少しだけお手伝いすることもありますが、何れも専らFORTRAN

を使用している関係上、研究室で適宜FORTRANとバッチジョブ利用のご相談を承っております。宜しくお

願いします。 

 

松
まつ

浦
うら

 史
ふみ

法
のり

 

（阿南工業高等専門学校 機械工学科 准教授） 

平成25年10月から利用相談員を務めさせていただくことになりました。専門分野は可視化工学で、2D/3D

の流体の可視化計測のほか、サイエンティフィックアートとして流体以外の幅広い分野へ可視化技術を応

用する研究を行っています。画像処理や解析処理、三次元再構成などで計算機を利用してきました。まだ勉
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強中であり至らない点も多くあると思いますが、皆様のお役に立てれば幸いです。どうぞよろしくお 願 い

いたします。 

 

野
の

崎
ざき

 一
かず

徳
のり

 

（大阪大学歯学部附属病院 医療情報室 助教） 

普段は、歯科用帰納演繹システムの研究開発を行っています。様々な次元のデータから医療現場に有効

な情報を抽出するために、システム全体の効率化、高速化にも取り組んでおります。また、FrontFlow/Blue

等の数値流体力学計算をSX上で走らせる際に、直面する様々な問題について解決した経験があります。有

限要素等による数値流体力学計算のPre/Post処理、特にCT/MRI等の画像情報から興味領域の抽出手法等に

ついて経験があります。また、学内・学外ネットワークを使った情報共有等についても経験があります。 

 

伊達
だ て

 進
すすむ

 

（大阪大学サイバーメディアセンター 准教授） 

大阪大学サイバーメディアセンターの伊達です。 

 これまでクラスタ、グリッドなどの分散並列計算技術を応用した研究開発を行ってきました。学生時代

は画像処理、信号処理といった分野で、MPIプログラムの開発などを行い、大型計算機センター時代のExe

mplarやSXを使った経験があります。 

 2013年4月よりサイバーメディアセンター応用情報システム研究部門に着任し、サイバーメディアセンタ

ーの大規模計算機システムの運用に携わることになりました。皆様方からの相談を伺いながら、サイバー

メディアセンターの大規模計算機システムをより使いやすいものにできるよう努力したいと考えています。 

 

降
ふり

籏
はた

 大
だい

介
すけ

 

（大阪大学サイバーメディアセンター 准教授） 

数値解析の理論分野を主に研究しております。普段は偏微分方程式の数値解析においてどのような数値

スキームを構築すべきかという、やや理論的な面において研究をしておりますので、現場にてプログラミ

ングおよびその性能で悩んでおられる方に直接お役に立てるか自信のないところではありますが精一杯努

めさせていただこうと思います。 

大型計算機を初めて触ったのは学部4年生の頃で、ファイルシステムが型付された形式のもので随分と戸

惑った記憶があります。その頃の記憶から比べますと、今のシステムは随分と Unix 寄りになり、大いに

進化したのだなと感じます。その後、ベクトル化率の向上がそのまま性能向上と信じていた時代がしばら

く続いたと思っていましたら今や並列化に頭を悩ます時代へと移り、プログラミングがいよいよ難しくな

っていると言えそうです。  

各種アプリケーションやライブラリも巨大化し、かつ複雑化しつつある昨今、こうしたものについての

困難や疑問に直接お答えする能力が自分にあるかは疑わしいですが、数値解析のアルゴリズムや方法論と

いった、より根本的な部分についてはある程度お答えすることも可能かと思います。そうした方向でなに

かお役に立てそうでしたら幸甚です。 
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吉野
よ し の

 元
はじめ

 

（大阪大学サイバーメディアセンター 准教授） 

大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算科学研究部門に2014年4月1日着任しました吉野 元と申

します。専門分野は物性物理の理論・数値的研究で、主な研究テーマは、固体物理からソフトマターにま

で跨る広い意味でのガラス系の物理です。これまでスーパコンピュータのユーザとしては、東大物性研究

所、京大基礎物理学研究所、阪大サイバーメディアセンターなどのスーパーコンピュータ(並列マシン)を利

用して分子動力学シミュレーションやモンテカルロシミュレーションなどを行って来ました。今後、ユー

ザの観点から見てより利用しやすい、また新規参入しやすいシステムにしてゆくにはどうすれば良いかを

考えながら、利用相談員としての業務にあたって行きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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大規模計算機システム FAQ 

Ⅰ.利用方法 

1 ログインについて 

計算機を使用するには ssh で接続します。ssh クライアントソフトは Windows 環境では Putty、TeraTerm

などが一般的に利用されています。 

 

1.1 SX-9、SX-8R、汎用コンクラスタを利用する場合 

接続する場合、接続先ホスト名に” login.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp ”、プロトコル（サービス）

は”SSH”、TCP ポートは”22”を指定します。（以下の画面は TeraTerm の場合） 

ログインするとメニュー画面が表示されますので、Frontend Terminal(fronta~frontd)の番号(1~4)を入力し

フロントエンド端末に接続します。フロントエンド端末でプログラムのコンパイル、バッチリクエスト

の投入、計算結果の確認などを行います。 

 

1.2 大規模可視化対応 PC クラスタを利用する場合 

接続する場合、接続先ホスト名に” xlogin.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp ”、プロトコル（サービス）

は”SSH”、TCP ポートは”22”を指定します。（以下の画面は TeraTerm の場合） 

ログインすると自動的にフロントエンド端末に接続します。フロントエンド端末でプログラムのコン

パイル、バッチリクエストの投入、計算結果の確認などを行います。 

 

ログイン：トラブルシューティング 

No 現象 確認内容 備考 

1 接続できない インターネットに接続できているか  

接続先ホスト名が間違っていないか ホスト名：login.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp 

TCP ポートが間違っていないか TCP ポート：22 

SSH で接続しているか Telnet では接続不可 

ファイアウォールやネットワークの設定で SSH、

TCP ポート 22 の使用を許可しているか 

 

2 ログインできない ユーザ名（利用者番号）が間違っていないか  

パスワードが間違っていないか 忘れた場合は「III.利用手続き」の「４．パ

スワード忘れについて」を参照 

利用期限が切れていないか  

3 文字化けが発生し

ている 

文字コードの設定が間違っていないか login.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp は「EUC」 

xlogin.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp は「UTF-8」に

なります。 
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2 プログラムのコンパイルについて 

プログラムのコンパイルはフロントエンド端末で行います。 

2.1 SX-9、SX-8R を利用する場合 

 

 

 

SX 用クロスコンパイラは SX-8R 用のロードモジュール(a.out)をフロントエンド端末で作成します。

SX-9 用のロードモジュールを作成する場合はオプションに”-cfsx9”を付けてください。 

 

2.2 汎用コンクラスタ、大規模可視化対応 PC クラスタを利用する場合 

 

 

 

Intel コンパイラは汎用コンクラスタ、大規模可視化対応 PC クラスタで実行するロードモジュール

(a.out)を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※MPI コンパイラや、その他詳細な利用方法については、以下のページをご参照ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/service/front_guide.html 

% sxf90 test.f90 ――　(SX用Fortranクロスコンパイラの実行)

C C++ FORTRAN

Intel コンパイラ % icc test.c % icpc test.c % ifort test.f

% sxc++ test.c % sxc++ test.c % sxf90 test.f
SX用クロスコンパイラ

% mpiｃｐｃ test.c% mpicc test.c

SX-9 用の場合は "-cfsx9" オプションを利用

% mpif77 test.f
% mpif90 test.f

MPI コンパイラ

% ifort test.f ――　(Intel FORTRANコンパイラの実行)

% icc test.f ――　(Intel Cコンパイラの実行)

コンパイラ一覧 

% sxc++ test.c ――　(SX用Cクロスコンパイラの実行)
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コンパイル：トラブルシューティング 

No 現象 確認内容 備考 

1 コンパイルできな

い 

エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。 

コンパイラのパスが間違っている（Intel MPI） パス：/opt/intel/mpi/4.0.3/bin64 

コマンド：C：mpiicc、C++：mpiicpc、 

Fortran：mpiifort 

コマンド名が間違っている  

2 コンパイルエラー

が発生する 

エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。 

オプションの指定が間違っている  

リンク先ライブラリの指定が間違っている 汎用コンクラスタ用ライブラリか SX 用ラ

イブラリか確認する 

リンカオプションの指定順が違う リンカオプションは対象ファイルより後、

また“-l”は”-L”より後に指定する 

文字コードが「SJIS」、改行コードが「CRLF」にな

っている（主に Windows 上で作成したファイルを

FTP 転送した場合に発生） 

以下のコマンドで文字コードを「EUC」、

改行コードを「CR」に変換する 

nkf -e -Lu [ファイル] > [一時ファイル] 

mv [一時ファイル] [ファイル] 

配列のサイズなど、使用メモリサイズが大きい 以下のオプションを指定する 

Intel コンパイラ： 

-mcmodel=large -shared-intel 

SX クロスコンパイラ： 

-size_t64（C/C++）、-ew（Fortran）
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3. プログラムの実行について 

コンパイルしたロードモジュール（a.out）をスーパーコンピュータ及び PC クラスタで実行するには、 

NQS スクリプトファイルを作成し、バッチリクエストとして投入します。 

キュー名（以下の「#PBS –q SX9」）を指定し、バッチジョブの投入先を設定してください。キュー名は

以下の通りです。スクリプトファイルの作成には、vi などのエディタをご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

バッチリクエストの投入は、”qsub”コマンドを使います。 

正常にバッチリクエストを受け付けるとリクエスト ID が付けられます。 

% qsub [スクリプトファイル名]
　　Request 12345.sx9 submitted to queue:　SX9.  

 

 

トラブルシューティング 

No 現象 確認内容 備考 

1 正常に投入できな

い 

エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。 

キュー名が違う “#PBS -q”で指定しているキュー名を確認

する 

オプションが違う "-q”、”-l”など、各行のオプションに間違い

がないか確認する 

パラメータが違う “cpunum_job”など、各行のパラメータの綴

り等に間違いがないか確認する 

 

#!/bin/csh  
#PBS -q  SX9                    #（バッチリクエストを投入する計算機のキュー名の指定） 

#PBS -l cpunum_job=2,memsz_job=4GB,elapstim_req=0:30:00 
                                #（使用するCPU数・メモリ量・時間を指定） 

 

cd $PBS_O_WORKDIR            #（qsub実行時のカレントディレクトリへ移動） 

./a.out                          #（プログラムの実行） 

NQS スクリプトの例 

        ↑ 

受け付けたバッチリクエストには リクエスト ID が付けられる。 

キュー名
バッチジョブ

投入先

HCC-S

HCC-T

HCC-M

汎用コン
クラスタ

キュー名
バッチジョブ

投入先

SX9 SX-9

SX8F

SX8L
SX-8R

キュー名
バッチジョブ

投入先

VCC

GVC

大規模
可視化対応
PCクラスタ
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 4.  

QUE ASG

RUN

 

 

 

 

 

 

 

No    

1   

NQS ”cpunum_job”

 

 

2 SX-8R 8 SX-9 16

NQS

CRLF Windows

FTP  

FTP ” ”

 

nkf -e -Lu [ ] > [ ] 

mv [ ] [ ] 

NQS

csh   

NQS

 HCC SX-8R SX-9

 

NQS ”#PBS”

 

“#PBS”

 

2   

 NQS ”elapstim_req”

 

” Exceeded memory size limit”

 

NQS ”memsz_job”

 

” Batch job received signal SIGXRLG1. (Exceeded 

RLG1 limit”   

”[ ] [ ] PROG=[

] ELN=[ ](YYYYY) TASKID=Z”

 

[ ] [ ] [ ]
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 5. ファイル転送について 

ファイルサーバ”ftp.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp”に SSH に対応したファイル転送ソフト（Unix/Linux：sftp、scp、

Windows：WinSCP など）で接続します。 

詳細な設定、手順は次の URL をご覧ください。（sftp、scp、WinSCP を例に手順を説明しています） 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/file_transfer.html 

ファイル転送：トラブルシューティング 

No 現象 確認内容 備考 

1 接続できない インターネットに接続できているか  

接続先ホスト名が間違っていないか ホスト名：ftp.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp 

TCP ポートが間違っていないか TCP ポート：22 

SFTP で接続しているか FTP では接続不可 

ファイアウォールやネットワークの設定で SSH、

TCP ポート 22 の使用を許可しているか 

 

 

 6. パスワードの変更について 

次の URL から大規模計算機システムポータルにログインし、「パスワード変更」のタブを選択してくだ

さい。 

https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ 

※Mac OS の InternetExplorer でのご利用は非推奨となっておりますのでご注意ください。 

  なお、フロントエンド端末での”passwd”コマンドでは変更できませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

より詳細な利用方法はこちら 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/manual-sx.html 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/service/front_guide.html 
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Ⅱ.サポート、マニュアル 

 1. サポートについて 

お問い合わせ頂く内容により担当部署が変わります。 

 大規模計算機システムの利用に関する質問や、問い合わせ先が不明な質問は、次の情報推進部 情報

基盤課 研究系システム班宛にお問い合わせください。 

    メール（system@cmc.osaka-u.ac.jp）、または電話(06-6879-8813) 

 大規模計算機システムで実行するプログラム等に関する質問は、次の利用相談員宛にお問い合わせ

ください。 

    メール(hpc-support@hpc.cmc.osaka-u.ac.jp) 

なお、利用相談員については次の URL をご覧ください。 

 http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/support/advisor.html 

 その他、問い合わせ先等の詳細は次の URL をご覧ください。 

 http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/info/index.html 

 2. マニュアルについて 

次の URL から大規模計算機システムポータルにログインしてください。「マニュアル」のタブを選択す

ると、メーカー提供のマニュアルがご覧になれます。また、「講習会資料」のタブを選択すると講習会で使

用した資料もご覧になれます。 

https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ 

 
Ⅲ.利用手続き 

1. 利用資格について 

大学等の研究者や大学院生等がご利用になれます。利用資格の詳細は次の URL をご覧ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shikaku/index.html 

また、平成 23 年度から民間企業の方も利用の申請が可能となりました。詳細は次の URL をご覧くださ

い。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/kigyo/index.html 

 

 2. 利用負担金について 

大規模計算機システムの利用負担金は、登録時に一定額を支払って頂く年間定額制をとっており、登録

後の利用による利用負担金は発生しません。なお、利用負担金の金額に応じてジョブ実行優先順位（フェ

アシェア値）、並列実行 CPU 数、メモリサイズ、ファイル使用量などの利用可能な資源に制限をかけてい

ます。詳細は次の URL をご覧ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/index.html 

 

 3. 利用申請について 

大規模計算機システムを利用される方は、次の URL にある「大規模計算機システム Web 利用申請システ

ム」より申請ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/forms.html 
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 4. パスワード忘れについて 

大規模計算機システムのパスワードを忘れた場合は、次の URL にある「パスワード初期化申請フォーム」

より申請ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/forms.html 

 

 5. 試用制度について 

本センターでは、これまでに大規模計算機システムを一度も利用していない、利用有資格者を対象にし

た試用制度を設けています。利用申請は Web ページから受け付けています。詳細は次の URL をご覧くだ

さい。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/shiyou.html 

 

Ⅳ.その他 

 1. 他大学の情報基盤センターの情報について 

他大学の情報基盤センターの情報ついては次の URL をご覧ください。 

http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/j/intro/link.html 
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サイバーメディアセンターIT コア棟新営及び吹田本館改修工事について 
 

 

１ 概要 
サイバーメディアセンターは次期スーパーコ

ンピュータの更新に合わせて、大型計算機と学内

の各種サーバ、ODINS 等を集約する新計算機棟

（IT コア棟）の建設工事とそれに隣接する吹田本

館の耐震改修工事を平成 25 年度より進めており、

吹田本館内には学生のアクティブラーニングを

支援するサイバーコモンズを設置します。なお IT

コア棟は平成 26 年秋に、吹田本館は平成 27 年春

に竣工を予定しており、吹田本館にあわせてサイ

バーコモンズもオープンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ITCORE 

IT コア棟は大型計算機を含むデータセンターで、

鉄骨造、地上 2階建、延べ床面積約 2000m2の施設で、

電気棟とサーバ棟の 2 棟により構成され、外周を透

過性のある金属パネルによって緩やかな曲面のデザ

インとすることで周囲の景観への配慮を行っていま

す。施設構成としてはメインの計算機・サーバエリ

アと、空調や電源などの設備関連機器エリアを分離

し、1 階を機械設備（約 1000m2）、2 階を 2 重壁構造

の計算機・サーバ室（約 600m2）としています。 
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2 本館改修と CYBER COMMONS 

 老朽化が進んでいたサイバーメディアセンターの

吹田本館 RC 造、地下 1F、地上 3F の建物で延べ床

面積 約 3500m2 を耐震改修するもので、1 階にこれ

まで分散していた情報推進部を集約し、大型計算機

があったスペースにサイバーコモンズを計画してい

ます。また 2 階はセンターの会議室、センター長室

を 3 階には応用情報研究部門、全学支援企画部門の

研究室を配置し、B1 階には各種機器の係員室、機械

室としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイバーコモンズは学生が自主的に学修するための

アクティブラーニングスペースであり、ここでは電

子情報資源へのアクセスはもとより、多様な情報技

術のサポートを提供します。また AVS Express をは

じめとする可視化ソフトや大規模立体表示装置、可

視化システムから 3 次元モデルを生成できる 3D プ

リンターなどを導入し,これらをコアとして、学生の

自主的な学修活動と研究活動を支援するサポート体

制の計画を進めています。 
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 次期スーパーコンピュータ 
 

伊達 進 下條 真司 

大阪大学 サイバーメディアセンター 

 

1． はじめに 

大阪大学サイバーメディアセンターは、全国の大

学の研究者らが学術研究・教育に伴う計算及び情報

処理を行う全国共同利用施設として、ベクトル型ス

ーパーコンピュータ SX-8R、SX-9 を提供してきた。

このたびの調達では、次期スーパーコンピュータと

して NEC 製 SX-ACE の導入が確定し、現在、来る

2014 年 12 月 9 日より正式にサービスを開始すべく、

サイバーメディアセンターの教職員が一丸となり準

備を進めている。本稿では、本センターに導入され

る次期スーパーコンピュータ SX-ACE について紹介

する。 

 

2． SX-ACE の概要 

 本センターで導入する SX-ACE は、SX-8R、SX-9

と同様の NEC 製ベクトル型スーパーコンピュータ

である。そのため、従来の利用者の方々には、比較

的親しみやすく、また利用しやすいシステムとなる

と考えられる。しかし、SX-ACE のハードウェア構

成は、”クラスタ化”したものになるため、従来の利

用者の方々が SX-ACE の計算性能を引き出すために

はそのハードウェア構成についてある程度の知識を

有していることが前提となる。そこで、本稿では、

本センターで導入する SX-ACE について、基本的な

ハードウェア構成と性能、システムソフトウェアと

利用イメージの視点からを概説したい。 

 

2.1 ハードウェア構成と性能について 

 本センターで導入される SX-ACE は、総計 1,536

ノードの構成となる。各ノードは、4 コア (1 コアあ

たり 69 GFlops の演算性能 , ベクトル性能は 64 

GFlops) を有するマルチコア型ベクトルCPU、64 GB

の主記憶容量を搭載する(図 1)。ノード内において

は、図に示す通り、CPU と主記憶間の最大転送能力

は 256GB/s を保有しており、1Byte/Flops の高い CPU

性能にバランスした高メモリバンド幅が実現されて

いる。 

 

 

図 1: SX-ACE  1 クラスタ(512 ノード) 

の構成概要と特徴 

 

 これらのノード 512 個は、IXS と呼ばれる専用の

ノード間接続装置によりノード間接続され、1 クラ

スタを形成する。ノード間接続装置 IXS は、1 クラ

スタ 512 ノードを 2 段ファットツリー構成 1 レーン

で接続し、そのノード間最大転送性能は入出力双方

向それぞれ 4 GB/s となっている。すなわち、1 コア

あたり入出力双方向それぞれ 2 GB/s のバンド幅が

利用可能な計算となる。 

 

表 1: SX-ACE の基本性能 

 1 ノード 1 クラスタ 3 クラスタ 

CPU 数 1 512 1536 

コア数 ４ 2048 6144 

演算性能 276 GFlops 141 TFlops 423 TFlops 

ベクトル性能 256 GFlops 131 TFlops 393 TFlops 

主記憶容量 64 GB 32 TB 96 TB 

 

 これらのデータから自明ではあるが、まとめると、

本センターで導入される SX-ACE の 1 ノード、1 ク

ラスタあたりの理論最大演算性能は 276 GFlops、141 
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TFlops と計算され、このたび本センターで導入され

る SX-ACE 3 クラスタの理論最大演算性能は 423 

TFlops、主記憶容量の総計は 96 TB となる (表 1)。

なお、本センターで導入される SX-ACE のディスク

容量は、総容量 2 PB となる。 

 

図 2：次期スーパーコンピュータ SX-ACE の外観 

 

 図 2 は SX-ACE の外観を示したものである。

SX-ACE の特徴は、上述したような高い演算性能特

性だけでなく、省スペース化、省電力化にもみられ

る。近年では、Top500 [1]、Green500 [2] にもみられ

るように、高性能計算機システムのクラスタ化・大

規模化がますます進展しており、データセンターの

スペース問題、消費電力の問題はますます深刻なも

のとなっている。本センターにおいても例外ではな

く、今後本センターが高性能な計算機システムを導

入・運用・維持・管理していくためには、これらの

課題はさけて通ることができない。SX-ACE では、

その高密度なノードモジュール設計のため、図 2 に

示されるラック１本あたりに 64 ノードの搭載が可

能であり、本センターで導入する SX-ACE 3 クラス

タでは総計 24 本のラックが設置される省スペース

化が実現されている。また、SX-ACE の消費電力は、

約 1.6 TFlops のベクトル性能値で比較した場合、従

来の SX-9 に比較して約 1/10 になっている。本セン

ターでは、新しいデータセンターとして IT コア棟を

吹田本館横に建設中であるが、SX-ACE を IT コア棟

に設置することで、より高い電力効率で次期スーパ

ーコンピュータ SX-ACE を運用していくことを計画

している。 

 

2.2 システムソフトウェアと利用イメージ 

 次に、本センターで導入する SX-ACE のシステム

ソフトウェアと利用イメージについて概説する。本

センターで導入する SX-ACE は、オペレーティング

システムとして SUPER-UX R21.1 を採用している。

そのため、これまで SX-8R、SX-9 を利用してこられ

た利用者の方々には、親しみやすく、利用しやすい

ものとなると期待される点は次期スーパーコンピュ

ータ SX-ACE の利点であるといえる。 

 さらに、 SX-ACE へのジョブ管理は、 Job 

Manipulator と NQS II を中核とした統合スケジュー

ラで行われることとなる。本稿執筆時点では NQS II

のジョブキュー設計が完了していないため、その詳

細は現時点では記載できないが、ジョブの投入方法

自体は、Redhat Linux をベースとしたフロントエン

ドノードから必要計算資源を記述したスクリプトを

NQS IIのCUI (Commandline User Interface) を用いて

行う、これまでと同様の方法となるため、この点に

おいても、これまで SX-8R、SX-9 を利用してこられ

た利用者の方々は次期スーパーコンピュータ

SX-ACE への移行を比較的スムーズにすすめること

ができると期待している。 

 続いて、SX-ACE のファイルシステムについて説

明する。上述したように、本センターで導入する

SX-ACEでは、総容量 2 PBのディスク容量となるが、

こ れ ら は NEC 独 自 開 発 の ScaTeFS (Scalable 

Technology File System)と呼ばれる高速・分散並列フ

ァイルシステムによって管理される。ScaTeFS は、

複数の I/O サーバにメタデータおよびデータを均等

に分散させることで、高速な並列 I/O と大量のファ

イル操作に強いファイルシステムを実現するだけで

なく、単一障害点の排除と自動リカバリによる高い

耐障害性とデータ保護も同時に実現した高信頼性を

確立したファイルシステムでもある。SX-ACE では、

この ScaTeFS が大容量ストレージのためのファイル

システムとして採用され、2013 年度に導入した大規

模可視化対応 PC クラスタからもアクセス可能とな
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る予定である。なお、現在のファイルシステム GFS

から新しいファイルシステム ScaTeFS への変更は、

利用者の方々が特に意識することはないので安心さ

れたい。 

 

表 2 ソフトウェア開発支援環境・ライブラリ 

 種別 ソフトウェア・ライブラリ 

SX-ACE ク

ロス環境 

C/C++コンパイラ C++/SX 

Fortran95/2003

コンパイラ 

FORTRAN90/SX 

NEC Fortran 2003 compiler 

MPI ライブラリ MPI/SX 

MPI2/SX 

HPF コンパイラ HPF/SX 

デバッガ NEC Remote Debugger 

性能解析ツール 

数学ライブラリ 

PROGINF/FILEINF 

FTRACE 

NEC Ftrace Viewer 

科学技術

計算ライ

ブラリ 

数値計算ライブ

ラリ 

ASL 

ASLQUAD 

統計計算ライブ

ラリ 

ASLSTAT 

数学ライブラリ

集 

MathKeisan(BLAS, BLACS, 

LAPACK, ScaLAPACK を含む) 

Linux開発

環境 

コンパイラ、MPI 

 

Intel Cluster studio XE 

 

 さらに、SX-ACE は本センターが現在運用する

SX-9 の後継機種であるため、現在 SX-8R や SX-9 上

で開発、実行されているプログラムを再コンパイル

程度で容易に移行することが可能である点は特筆に

値する。しかし、前述したように、本センターが導

入する次期スーパーコンピュータ SX-ACE では、3

クラスタ 1,536 ノードからなるクラスタ化されたシ

ステムとなるため、より高い計算性能を追求してい

くためには本センターで導入する SX-ACE のハード

ウェア構成と特徴を把握したうえで、MPI や HPF 等

を駆使する必要が生じうる点には留意されたい。表

2 は、次期スーパーコンピュータシステムで利用可

能なソフトウェア開発支援環境・ライブラリをまと

めたものである。サイバーメディアセンターでは、

上述した MPI、HPF といった並列化技法を中心に、

スーパーコンピュータSX-ACEの利用方法、SX-ACE

でのプログラム開発に関する講習会・情報提供、プ

ログラム相談に関する体制を整備し、ユーザ支援を

より一層強化していく所存である。9 月初旬には、

次期スーパーコンピュータ SX-ACE の詳細説明会を

開催予定であるので、ご都合のつく利用者の皆様に

は是非ご出席いただければ幸いである。 

 

3．あとがき 

このたびの次期スーパーコンピュータ SX-ACE の

導入プロセスは、新しいデータセンターである IT コ

ア棟の新設および吹田本館の改修とも関係し、吹田

本館の既存システムの移設・移転や、IT コア棟竣工

後の工事などの複雑な調整が発生した。本センター

では、提供する大規模計算サービスをできるかぎり

停止させることないように努めたものの、9 月 12 日

夕方より 10 月 13 日の期間、全システムのサービス

を停止せざるを得ない状況となっている。主力であ

るベクトル型スーパーコンピュータについては、

SX-9 を 9 月 12 日(金) 夕方に停止し、次期スーパー

コンピュータ SX-ACE を 12 月 9 日(火)にサービスイ

ンするまで、長期にわたりシステムが利用できない

状態が発生してしまう。SX-ACE については、導入

が完了したシステムから試験運用を開始し、利用者

様に無料でご利用頂ける期間を設け、システムの不

在期間をできるかぎり短縮することを考えている。

利用者の皆様方には大変ご迷惑をおかけいたします

が、次期スーパーコンピュータ SX-ACE の積極的な

ご利用、ひいてはサイバーメディアセンターへのご

支援を何卒よろしくお願いいたします。 
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